
REIMEI
〜一般社団法人　日本PVプランナー協会会報誌〜　Vol.9　新春号

表紙写真提供
タキマテック㈱
㈱サンエイエコホーム

・ 特集／第5回全国会員大会
・ 2017年度 部会事業の創設報告
・ 地区会レポート／中部、中国・四国地区
・ 会員企業訪問／	㈱J.Cプランニング
	 ㈲鈴木工建
・ PVネットワーク／職人革命会
• エネルギーマネジメントアドバイザー
	 認定センター活動報告

新年のご挨拶 一般社団法人日本PVプランナー協会　理事長　林　浩司Contents
　新年明けましておめ
でとうございます。
　FIT制度は、昨年４
月の年度初めから認
定制度が変更になり、
新規の認定や変更認
定にも大きな影響が
ありました。平成２９年度も終盤にさしか
かり、この混乱も収束してきてはいますが、
我々販売施工業者にとっては、死活問題
ともなりうる年だったと思います。
　実際、多くの太陽光発電業者が、姿を
消していきました。目まぐるしく変革して
いくこの我々の環境を、みなさんとともに、

さらによい方向に向けていくことができる
ことを願っております。近年、我々の業界
には、さらなるコストダウン、再エネ賦課
金、発電電力の自家消費や蓄電システム、
メンテナンス中古市場、ソーラーシェアリ
ングやＶＰＰ、また、アメリカのパリ協定
からの脱退、ヨーロッパ発のEVムーブメ
ント、などさまざまな要素が取り巻いて
います。
　私どもは、社団法人としての精神を忠
実に守りながら、今年もまだまだ新しい
ことにチャレンジし、進化してまいります。
　最後になりましたが、今年も、引き続
きよろしくお願いいたします。

黎 　　　　  明れ い め い
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　2012年法人化以前から会員の情報･知見共有
として、地区会ごとにセミナーを企画し、開催し
てきましたが、業界動向の変革と再生可能エネル
ギーの多様化に対応した内容を中心に行ってきた
ため、地区会ごとの特色はあるものの継続的なセ
ミナーを行うことができませんでした。
　そこで、新たに一つのテーマに情熱を持って深
く継続的に牽引できる方をリーダーとした、少人
数による勉強会や研究会を部会事業として行うこ
とになりました。部会による勉強会・研究会によっ
て得た知見は会員の皆様と共有できるように地区
会での発表、単独セミナー開催、資料などの成果
物のメール配信、広く一般にまで公開するＨＰ掲
載などを行い、重要な情報の共有化を推進してい
くことと致します。
　また、過去5年間の活動によってできた各省庁
との連携を図り、提案や意見交換により公に推進
できる方向にしたいと考えています。例えば住宅
太陽光発電設備の火災防止のため、消費者庁、消
防庁、経産省と連携したり、発電事業者へ保守維
持管理義務化の啓蒙活動を行う体制づくりを各自
治体と構築したり、パネルの適正なリサイクル・
リユース・処分等を環境省、消費者庁と連携した
り、地域電力の推進を環境省や自治体と連携する
などです。
　最終的には会員事業の拡大につながるようにし
たいと考えています。

《部会活動報告》
　早速3人の方からご提案があり、リーダーとし
て部会を開催させていただいております。今後も
協会とともに新しい部会を創設したい方がいらっ
しゃいましたら事務局までご提案をいただき、共
に作って行きたいと思います。

〔発電事業者部会〕　
　改正FIT法や保守管理の重要性が周知されてい
ない多くの発電事業者に対し、公開セミナーを行
い、省庁や行政とも連携し、正しい情報周知を行
い、会員企業の事業に繋げていきます。
　2018年4月、5月開催に向け企画進行中です。

〔住宅用エネルギー部会〕
　住宅太陽光発電の2019年問題に発し、エコ
キュートやパワコンの寿命更新を進めるべく販売
手法から商材まで幅広く勉強会を行います。
　2017年12月、2018年3月に開催し、その
成果を元に4月以降の地区会にてセミナーを開催
予定です。合せて販売手法の資料を会員に配信す
る方向で作製中です。

〔アークフォルト研究部会〕
　直流におけるアークフォルトについて、会員で
ある㈱戸上電機製作所様とともに研究を行い、各
省庁とも連携し、住宅太陽光発電の安全確保を目
標としています。半年～1年ごとに成果報告を会
報誌またはメール配信にて行う予定です。

2017年度 部会事業の創設報告

各部会

資料データ
会員メール配信

各地区会セミナー
開催

公開セミナー開催ホームページ掲載

勉強会・研究会

省庁・行政
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第5回全国会員大会

　当協会は一般社団法人化して５年となります。こ
れも会員の皆様をはじめ、行政諸団体のおかげと感
謝申し上げます。「私たちは、PVプランナー・PV
システムインテグレーターの育成をおこない、太陽

光発電の健全な市場発展に
努めます」という理念を掲
げてスタートし、今でもこ
の理念を基本として活動し
ております。
　これからもこの精神を持
ちながら、新しいことにチ
ャレンジし、進化してまいります。今後ともご指導
ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

チャレンジと進化をし続ける
協会でありたい
一般社団法人日本PVプランナー協会
理事長　林 浩司

　太陽光発電の普及に向
けた経済産業省の政策課
題についてお話しさせて
いただきます。
　わが国が目指すところ
は太陽光発電のさらなる
普及促進、持続的な事業
展開の確保です。これを国民負担を抑制しながら、
いかに実現していくかが課題となっております。こ
の目標を達成するために検討すべき政策課題は何

か。三つあります。
　一つ目は「コスト競争力の強化」。対策は、FIT
制度下において中長期的な価格目標の設定、入札制
度の導入、技術開発などが考えられます。　
　二つ目は「FIT制度からの自立化への取組み」。
交付期限後も事業を継続するための継続的設備投
資、直接販売などによって、他電源との価格競争力
を備えていくことが必要になってきます。
　三つ目は「系統への円滑な導入のための政策」。
変動電力である太陽光発電を大量に利用していくた
めには調整力となる電源や広域流通のための系統設
備の確保といった課題を解決していく必要がありま
す。系統アクセスの見直し、市場調整力の利用、出
力抑制の最適化などの対策の検討にあたっていま
す。太陽光発電が基幹電源となるために避けて通る
ことのできない課題であると認識しております。

経済産業省 資源エネルギー庁 新エネルギー課
再生可能エネルギー推進室室長
杉山佳弘氏

　地球温暖化対策には再
生可能エネルギーのさら
なる普及が必要不可欠で
あります。その中で太陽
光発電は大きな役割を果
たします。
　環境省では農地におけ
るソーラーシェアリング、FITに依存しない再生可能
エネルギーの効率的な利用といった事業を進めてお
ります。建築物に太陽光パネルを取付けてZEHを目
指す取組みも行っており、これも大変重要だと感じ
ています。
　このような事業に関しては貴協会様のご支援ご協
力が必要です。引き続きよろしくお願い申し上げま
す。

再生可能エネルギーとしての
太陽光発電の重要性
環境省 地球環境局 地球温暖化対策課
地球温暖化対策事業室室長　水谷好洋氏

　農林水産省が推し進める
再生可能エネルギーの施策
の中、太陽光発電について
はソーラーシェアリングの
促進に踏み出しています。
農家が自ら発電事業を行い、
安定した売電収入を得ることができることによって、
それが安定的な農産物の生産や地域の維持・活性化、
地域経済の好循環を生み出すといった結果を生むこ
とを、大いに期待しています。一方、試行錯誤で取
組んでいただいている事例も聞いており、技術的に
発展途上であるとも認識しております。
　また、小規模分散型、地産地消型発電は、農村地
域ならではの発電事業の将来の可能性を示していま
す。発電と農業との併用といった技術革新を探って
いきたいと考えています。

ソーラーシェアリングの推進に
よって好循環をもたらす
農林水産省 食料産業局 バイオマス循環資源課
再生可能エネルギー室室長　鎌田知也氏

太陽光発電が基幹電源になる
ための課題とは
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最優秀会員賞は各地区会表彰者の中
から特に地区会活動への貢献が著し
かった協会員を表彰

最優秀会員賞
㈱光システム
高橋正彦氏

安全スローガンは
「あわてるな！ 心に余裕！ 視野広く！」

安全スローガン賞

㈱光システム
菅原俊介氏

設立5周年特別賞
大丸電業㈱
大島錦二氏

	（写真は代理の大島譲博氏）

㈱ビル技研
佐用功貴氏

特別功労賞

全国会員大会　表彰

2017年11月17日、「第5回全国会員大会」が東京渋谷・シダックスカルチャーホールで開催
されました。120名にもおよぶ来場者となり、基調講演も大変好評で大盛況となりました。

法人設立５周年を記念し、長年にわ
たる地区会活動への貢献が著しかっ
た協会員を表彰

法人設立以前から多年にわたり、協
会運営に献身的協力していただいた
協会員を表彰
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　みやまスマートエネルギー㈱は、福岡県みやま市
が出資してできた第三セクターです。地域にある再
生可能エネルギー、特に太陽光を中心に電力の小売
り事業を行い、収益を地域課題の解決に使っていく
という取組みを行っています。本日はその取組みに
ついてご紹介いたします。

地域電力が地域を活性化する

　多くの自治体が「人口減少」「高齢化」「活力減退」
といった課題を抱えています。エネルギーを基盤と
した地域活性化がこの解決につながっていくのでは
ないかと思っています。
　今、電力の小売り自由化を地方で行うことによっ
て、さまざまなビジネスチャンスが生まれてきてい
ます。地域の資源をできるだけ活用して、電力の小
売り事業を地域に密着されている事業者が中心にな
って、あるいは自治体も巻き込みながら、新電力会
社を設立し、再生可能エネルギーをさらにその地域
の中に広めつつ、地域の方々の応援をいただきなが
ら、地域を元気にするという観点でサービスとして
お返しをしていく構図です。雇用を創出し、税収を
増やす、そしてその利益を財源とした地域のサービ
スの充実を向上させる。これを繰り返すことで地域
の魅力を上げ、電気代は下げていく。全国の地方都
市で実行していく、横の連携を取りながら広げてい
く。これからのひとつの方策かと思っています。

具体的取組み

　具体的に、みやまスマートエネルギー㈱の取組み
をご紹介します。
　「電力販売」「市民サービス」「地産地消産業振興」
が３本柱です。先にお話しした地域の課題解決の一
つとして、みやま市は地域にエネルギー会社を作っ
て、そこが地域の担い手となって街づくりをしてい
こうということでスタートしました。
　まず、みやま市は、2013年に5,000kWのメガ
ソーラーを建設しました。そして、市内の41社の
出資による「みやまスマートエネルギー㈱」を設立、
この会社がメガソーラーを管理・運用して市内でエ
ネルギーを循環させていこうと考えました。
　地域の中で生まれた電力を地域の中に循環させ、
その収益をさらに街づくりに使っています。
　電力会社は海外から資源を買って、発電所でそれ
を燃やして電気を作っています。多くのキャッシュ
が海外に出ていってしまっています。みやま市の資
金も九州電力を通じて海外に出ていってしまってい
るわけです。このお金を再生可能エネルギーによっ
て市内に循環させれば、それだけの地域活性化効果
があるということです。市内で生まれたエネルギー
を市内で使い、雇用を増やし経済を活性化する。み
やま市に住んでいてよかったといっていただける街
づくりを推進したいと考えています。
　地域電力会社を作る時、外部から専門家を呼んで
くるのではなく、あくまでも自分たちが人を雇用し、
自分たちがシステムを作り、自分たちでデータを持
つということが、今後非常に大事になってくると思
っています。
　日本にシュタットベルケネットワークが生まれま
した。地域電力の横のつながりも増えてくると思わ
れます。ぜひ、みやま市に視察に来てください。

「つながる地域電力
 　　　ネットワーク」

～すでに始まっている
エネルギーによる新たな地域活性力～

みやまスマートエネルギー㈱
代表取締役　磯部 達氏

基調講演
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　エネルギー情報センター
は、エネルギーに関する情
報を分かりやすくお伝えす
ること、エネルギーとデジ
タルを融合させた新たなビ
ジネスを創造すること、こ
の二つが団体の目的です。
　エネルギー業界は魅力のある業界なのでしょう
か。大きな流れとして10年後20年後の電気の使わ
れ方を考えてみましょう。例えば1985年に自由化
された通信業界はさまざまなサービスが育ちまし
た。フランスやイギリスの友達とリアルタイムで議
論する、など20〜30年前では夢物語でした。エネ
ルギー業界もこの可能性があると思うのです。コン

テンツとして「IoT」「ロボット・ドローン」「AI」、
ハードソフトウエアとして「電気自動車」「蓄電池」

「分散型発電」、インフラ・ネットワークとして「ス
マートメーター」「ワイヤレス給電」「ブロックチェ
ーン」など、電力利用情報のデータベース化、オー
プン化、共有化などにより新しいサービスの創造が
なされます。エネルギー需要は拡大していき、エネ
ルギーデータから人や物の動きが把握できる、つま
りエネルギー情報＝資産となります。
　では、これから何が変わるのでしょうか。エネル
ギー消費者が生産者となる社会です。生産消費者が
主役となり、そして自給自足が加速していきます。
いっぽう旧来の電力業界市場は縮小していきます。
この時、どんなビジネスチャンスがあるのでしょう
か。
　変化はチャンスです。「増加する生産消費者のニ
ーズを先回りしたスタイル提案やサポート」「ター
ゲットの絞り込みによる価値の提案」が考えられま
す。「ワクワク感」いっぱいのエネルギー業界にな
るよう期待しております。

（一社）エネルギー情報センター
理事　江田健二氏

2030年までに訪れる
エネルギー変革と発電事業者の

ビッグチャンス

　私は自然エネルギーと農
業ビジネスの共生・展開とい
うテーマに取組んでいます。
農業従事者は減少していま
す。耕作放棄地も増加してい
る現状です。
　ソーラーシェアリングとは、農業と発電事業を両
立するための仕組みです。農地の上3～4ｍほどの
高さに太陽光パネルを設置することで上では発電、
下では農業を行うことが可能となります。これは

2013年に農林水産省で認められました。
　稲の栽培方法や農業機械はすでに確立されてお
り、長期にわたって安定した栽培が見込まれる水稲
耕作は20年以上の事業継続が予定されるソーラー
シェアリングと相性のよい組合せといえます。
　秋田県の井川町に水田ソーラーシェアリングの実
証設備を建設致しました。トラクターが問題なく作
業できる空間を確保し、耐久性の高いアルミ製パイ
プで架台を組み、錆に強いスチール製のスクリュー
杭を使用しています。生産の結果としては１割減で
したが、ただこれは試験的に従来どおりのやり方で
やった結果です。肥料のやり方、品種の変更など、
いろいろ方法は今後考えられます。太陽光発電によ
る農家の収入安定化につながるソーラーシェアリン
グはまだまだ可能性が広がっていくと思われます。
　自然エネルギーによる次世代農業は今始まったば
かりです。

千葉エコ・エネルギー㈱
代表取締役　馬上丈司氏

いよいよ始まった！
水田ソーラーシェアリングの

栽培・収穫実績発表！
～ソーラーシェアリングは農業を革命するか？

懇親会
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地区会レポート

　住宅用太陽光設備を第一線で販売してこられた
㈱イーステージ 専務取締役石丸氏から営業とは
何か、売れる営業にとって何が重要で何が必要か、
その考え方、行動のあり方についてお話をいただ
きました。住宅太陽光設備は実は売電単価の高い
8年前よりも今の方が収益が上がり設備投資の回

収年数が短くなっているという実例を具体的な数
値で実証。いかにこの数値をお客様にお見せする
か。本質をしっかり説明するか。キーワードは「電
気料金の高騰と設備費用の下降」となり、従来の
ように下降する余剰売電に目がいってしまうと
せっかくの商機を逃しまうことになる。商売の着
眼点は時とともに移っていくものであり、絶えず
新しい目を持たねばならないということです。
　そして2019年問題はマイナスではなく新しい
商売の始まりとなります。そこに意識を持つこと
で設置10年目を迎えるエコキュートの交換市場
から蓄電池システム提案へと広がりをみせること
が理解できます。今回はこのように常に新しい視
点により新しい商売を生むということを学ぶこと
ができたセミナーになりました。

営業マン必見！
売れる住宅太陽光発電＆

2019年問題対策

名古屋編（2017年12月1日）

＿中部地区会＿

　四国・徳島県で初の地区会を開催いたしました。
今回は外資系商社3社の担当者を講師にお迎えし、
自社製品の特徴および品質へのこだわり等をレク
チャーしていただきました。
　まず、ソーラーエッジテクノロジージャパン㈱
の永沢氏から、DC最適化パワーコンディショナ
システムの特徴である、より多くの発電量・O&M
コスト削減・長期にわたる保証・非常時における

安全機能等について講義していただきました。
　次に、Krannich Solar㈱の今井氏から、ドイ
ツ製陸屋根架台D-DOMEについて、5つの特徴
と施工事例を解説していただきました。加えて幅
広いモジュールメーカーに適合している点につい
てもお話しいただきました。
　最後に㈱セラフィムソーラージャパンの米津氏
より、高品質モジュールを厳しい基準で管理、生
産している生産ライン、品質保証を基盤とする会
社の試験設備・テスト等について、自らパネルを
ご持参いただき、製品を前に説明していただきま
した。
　皆さん熱心に聴講され、各セミナーの質問時間
においても疑問点を率直に質問されるなど、有意
義な時間となったようです。

製品品質へのこだわりが
太陽光発電システムを

支える

徳島編（2017年12月8日開催）

＿中国・四国地区会＿

石
丸
氏
講
演
風
景

※これらの映像＋資料は協会ＨＰより視聴＋ダウンロードが可能となっています。社内研修や社内事業検討にお役立てください。
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経営トップ、我が社を語る／会員企業訪問

　当社は2001年に創業し、一般住宅用太陽光発電
システム設置、販売、施工からスタートした会社で
す。
　埼玉県、千葉県、神奈川県、茨城県、群馬県、
東京都を中心に2000棟以上の設置実績があり、
お客様のニーズに合せて屋根塗装や内装リフォー
ムも行っています。
　新たな社会インフラとして2012年に固定買い取
り制度がスタートした産業用太陽光発電システムの
設置、販売、施工も行っており、屋根・野立て・ソ
ーラーシェアリング等お客様の要望に合せて設計
し、よりよい商品をよりよい価格で提案し施工まで
一括して請け負っています。
　また、弊社はアフターサービスに力を入れてお
り、発電事業者様の遠隔監視システムの管理、電

機メーカー様と連携したメンテナンス業務、住宅用
太陽光発電の点検、改修工事、産業用発電設備メ
ンテナンス全般、高圧受変電設備保守点検業務な
ど、プロ意識を高め、個人、法人に関わらず発電事
業者様の納得のいくサービスにこだわっています。

【経営理念】「創造と調和」を基本とし、自然ととも
に、誠意と行動で信頼され、社会に貢献する企業
でありたい。そして、勤めに自信を持ち、挑戦して
いることを誇りとしたい。

社会に貢献する企業でありたい
㈱J.Cプランニング（関東エリア会員）

・会社概要・
社名：㈱J.Cプランニング
住所：埼玉県さいたま市浦和区領家3-11-1
代表者：代表取締役 小川和義
創業：2001年12月
主な事業：電気設備工事業・太陽光発電売電事業・建築
工事業

　福島県南相馬市にて工務店として昭和63年に
創業し、地域密着の企業としてこれまでお客様と
二人三脚で歩んでまいりました。
　平成23年3月11日の東日本大震災と福島第一
原子力発電所の事故による度重なる被害により、
同県東白川郡の地に避難を余儀なくされ、さまざ
まな思いが交錯する中、多くのご支援やお心寄せ
をいただき、避難先である棚倉町を第２の出発地
点として再起を図ることができました。私どもは
今回の災害や事故を経験した身として、危険性の
高い原発に依存することのない安全な日本の将来
を皆様と共に創り上げていきたいという強い思い
から、太陽光発電システム事業部の立ち上げを決
意いたしました。震災からこれまでいただいた恩
に報いるためにも、安全・安心・経済的でクリー
ンなエネルギーの普及を促進し、未来を担う子供
たちのために、安心で安全なよりよい環境を残す
べく事業を展開してまいります。
～お客様のニーズに合ったご提案～
　お客様に提案する家づくり、また住宅用・産業
用の太陽光発電システムのご提案は、どちらもお
客様が長年お使いいただく大切な財産であると考
えます。住宅造りも太陽光発電システムもお客様

のご要望に適切に対
応できるよう心がけ
ることはもとより、
お客様に長年安心し
てお使いいただくた
めには、商品をご提
供して終わりではな
く、ご提供してからが弊社とお客様との「未来永
劫」続くお付き合いの始まりであると考えており
ます。住宅においては、長年住まう空間が快適空
間かつエコであるか、そうでないかで、これから
の人生そのものが変わってきます。費用を掛けて
いい所、掛けなくても差し支えのない所を一緒に
話し合い、快適でエコな住まい造りを実現いたし
ます。太陽光に関しても、寿命が35～40年とも
いわれており、設置場所や立地環境、また設置す
るメーカーによっても発電効率に大きな差が生じ
ます。さらには、固定価格買取制度が終了した後
の有効的な使い道は？といった先を見据えた部分
も踏まえ、お客様に最適なプラン選定し、地球と
家計に優しいご提案に努めてまいります。

お客様の「夢」を叶えるパートナー
㈲鈴木工建（東北エリア会員）

・会社概要・
社名：㈲鈴木工建
住所：福島県東白川郡棚倉町大字上台字行人塚51-3
代表者： 代表取締役 鈴木安泰
創業：1988年4月
主な事業：一般建築設計・管理、一般住宅新築・改修、
太陽光発電システム販売・施工・保守、木工家具製作・販売
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PVネットワーク

　職⼈⾰命会は、地域に根ざした販売店・施⼯店
の団体です。全国約100社の会員店と約30社の
賛助会員が在籍しています（2017.11現在）。
　職⼈⾰命会の主な活動は、毎⽉1回の勉強会と
メーリングリストによる情報交換です。勉強会は
東京・⼤阪・名古屋で開催し、全国から約70⼈
以上が集結します。「商売に直結する研修」を標
榜し、単なる勉強会ではなく、最新の業界動向や
技術、営業⼿法、経営ノウハウなど、売上の拡
⼤・利益の増加に結びつく内容を厳選しています。

　世界のエネルギー事情が⼤きく変わろうとして
いる昨今、「職⼈⾰命会」は⽇本における再⽣可
能エネルギーの普及を⽀える活動に⼒を⼊れます。
　会員企業の業績向上を⽬指すことは当然です
が、さらに視野を広げ「将来の⽇本」に貢献する
ため、現場の第⼀線で活躍している集団ならでは
の関わり⽅を探求して参ります。
　具体的には、施⼯⼒向上とコスト低減を両⽴す
べく、強靭な現場⼒にさらに磨きを掛けます。
　再⽣可能エネルギー普及のコンセプトを実現す
るのに、今最も⾜りていないのは“強靭な現場
⼒”との認識の下、「再エネの普及を現場から⽀
えるプロ集団」として貢献致します。

再生可能エネルギーの普及を
現場から支えるプロ集団

＜勉強会⾒学の申し込みはこちら＞
㈱エナジービジョン 職⼈⾰命会運営事務局
〒101-0032
東京都千代⽥区岩本町1-9-3 池原ビル3F
TEL：03-5829-6424　FAX：050-3383-4769
info@energyvision.tv

　太陽光発電を含むすべてのエネルギーをマネジ
メントするアドバイザーの育成を行なうため、認
定講座を、認定センター、認証機関、アカデミッ
ク認定校において開催しており、開講以来2年間
で認定者が1,292名となりました（2017.12.6
現在）。

　ＥＭＡ認定講座ではテキストの事前学習だけで
なく、ほぼ一日、講座会場にて専門の講師による、
そのとき一番の最新情報と、今後、起こるエネル
ギー革命などを学習していただいております。
　世界を取り巻くエネルギーは刻々と変化をして
おり、そのマネジメントも進化していきます。
　そのため認定者のフォロー研修を年間4回開催
し、遠隔の方にはＨＰから映像視聴もできるよう
になっており、気軽に24時間自宅で学べます。
　2018年は認定講座はさらに増え、認定者も
2,000人を超えることでしょう。

2018年、「職人革命会」は
視野を広げた活動を目指します

㈱エナジービジョン（運営事務局）

北海道	 55名
東北	 134名
関東	 431名
中部北陸	 184名
近畿	 352名
中国	 61名
四国	 30名
九州	 45名

エネルギーマネジメントアドバイザー
認定センター活動報告
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<< 太陽光発電の点検・調査に使用する計測機器・例 >>

秋葉原の計測器総合商社

－－－下記製品はコチラでお求めいただけます！ 「はかる」事ならワンストップサービスの計測器ランドへ－－－

計測のよりどころは計測機器です。 計測機器がズレていれば、計測結果は正しくありません。

計測機器は精密な電子製品。 国家の標準に照し合せ、計測機器がズレていない事を監視する。

それが校正です。 東洋テック㈱におまかせください。 「高品質」「短納期」「低価格」を実現します。

http://www.toyotech.co.jp
■東京キャリブレーションセンター 〒101-0021 東京都千代田区外神田1-3-12 計測器ランドビル 電話：03-3251-8676
■浜松キャリブレーションセンター 〒435-0048 静岡県浜松市東区上西町60-3 電話：053-465-5800
■九州キャリブレーションセンター 〒812-0015 福岡県福岡市博多区山王1-6-18 電話：092-409-5459

接地抵抗計
HIOKI FT6031-03

絶縁抵抗計
HIOKI IR4055-11

I-Vカーブトレーサ
HIOKI FT4300

バイパスダイオードテスタ
HIOKI FT4310

マルチメータ
HIOKI DT4254

クランプ式電流計
HIOKI CM4371

サーモグラフィ
FLUKE TiS10

ラインチェッカ
戸上電機製作所 TLC-C

EL測定： 西進商事
Solar EL Explorer

〒101-0021 東京都千代田区外神田1-3-12 計測器ランドビル 電話：03-3255-8038 http://www.keisokuki-land.co.jp

検電器
HIOKI 3481

電源品質アナライザ
HIOKI PQ3100-92

＜タブレットで簡単操作＞

＜昼でも測定可能＞

＜PVモード搭載・4秒測定＞

＜タフ・高速・多機能クランプ＞ ＜世界最速・安全測定＞

＜防塵・防水・ワンプッシュ＞

＜使用前点検時の
波形・高調波測定に＞

＜光と音で安全検電＞



一般社団法人 日本PVプランナー協会
〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜3-7-18
第2上野ビル715号室
TEL：045-594-8015／FAX：045-594-8016
Web　http://pv-planner.jp
Mail　otoiawase@pv-planner.jp

お問い合せは…

制作・編集：㈱電設出版

　施工現場の安全対策啓蒙活動として安全ス
ローガンを募集を行っており、2017年度の安全
スローガンを第5回全国会員大会にて発表いた
しました。
　今後は安全スローガンの募集を年間の取り組

みとし、各会員様の社内において応募コンペを
開催していただけるよう企画を進めます。
　また安全に関する情報発信を定期的に行い会
員の皆様の安全への意識を高めていきたいと思
います。

一般社団法人 日本PVプランナー協会　理念

私たちは、PV プランナー・PV システムインテグレーターの育成をおこない、
太陽光発電の健全な市場発展に努めます。

その為には
1、私たちは「地球環境問題」の解決に取り組みます。
1、「販売」は、コンプライアンスを遵守します。
1、「商材説明」は、お客様に正しい知識と情報を提供します。 
1、「施工」は、安全を第一に考え、お客様の家屋を守りながら、適正な発電が行えるよう努力します。
1、「アフターサービス」は、お客様のニーズに応え、素早い対応を心がけます。

以上を行い、私たち・お客様・地球が共に繁栄する「豊かな未来創り」に貢献します。

事務局だより
　昨年4月から坐骨神経痛が発症し、気が付けば
椎間板ヘルニアに！左臀部から脹脛まで一歩歩く

たびに激痛が…「年
寄りは痛みととも
に生きる」とはい
うものの、あまり
の痛みに初めて地
区会を欠席。ブロ
ック注射を打とう
と通院するも、検
査で糖尿値が高く
感染症のおそれが

あり打てない！えー糖尿値！？いつのまに？それ
からは食事改善の日々と痛み緩和姿勢の日々が続
き、体重も10ｋｇ減と28才当時までに戻しまし
た。体重が減るのと治療の甲斐あって11月には
痛みも全快し糖尿値も尿酸値も正常になりまし
た。一病息災という言葉があるとおり、病を得た
からこそ努力できますね。
　この正月はさらに運動を強化し、好きな珈琲と
料理を楽しみつつ仕事とバランスを取り、とても
素敵なスタートができたと思っています。
　戌年にあやかり皆様も元気で活動的な明るい一
年になりますよう願っております。            大槻

2017年度 安全スローガン

『あわてるな！心に余裕！視野広く！』
㈱光システム　菅原俊介氏作


